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1. はじめに 

 研究を行ううえで欠かすことのできない作業

の一つに文献調査が挙げられる．書籍，Web ペー

ジなどの文献については，一般的な生活の中で

触れることも多く，研究者でなくても基本的な

検索手法に関する知識が身につくことも多い．

一方，研究目的特有の文献として，論文誌が挙

げられるが，こちらについては研究以外の目的

で調査することは少なく，学部生などのこれか

らはじめて研究を行うような初心者にとっては，

論文誌調査は困難を伴う作業となる． 

 そこで本研究では，研究分野に対して十分な

知識を持たない初心者でも，効率的に専門用語

や増やしながら，関連論文を見つけていくこと

を支援するための検索システムを開発した． 

 

2. 従来の論文の検索手法 

 論文調査の方法としては，学会等の研究機関

が発行する論文誌を，大学内の図書館等で読む

方法がある．最新の論文誌が手に入る反面，時

間や場所に制約が掛かること，また初心者にと

っては多数ある学会の中でどの論文誌から探せ

ばよいのかわからない可能性も高い，といった

短所がある．Web を介した文献検索では，J-

Stage[1]や Google Scholar[2]といったような論

文の検索システムがいくつかあり，主な利用法

としては，Web ページの検索エンジンのように，

検索のキーをなる用語を入力することで，ヒッ

トした論文を提示してくれる形式となる．地理

的制約および時間的制約を受けることなく，い

つでもどこからでも論文を探すことができるこ

とと，多くの学会誌を横断的に検索できる利点

がある．しかし，キーワード型の検索システム

では，入力するキーワードによって検索結果と

なる論文の量や質が大きく変わってくる． 

 

 

 

 

 研究の初心者は，「画像処理の研究をした

い」，「機械学習を生活に役立つシステムに応

用したい」といったように，自分が研究したい

ことに関するキーワードを一つ二つは持ってい

るかもしれないが，多数は持っていないであろ

う．初心者は十分なキーワードを持ち合わせて

いないし思いつくことも困難である[3]，という

問題点は従来の研究においても指摘されている． 

また論文検索において重要な要素としてキー

ワードのほかにメタデータの利用が挙げられる．

論文が書かれた年月，査読の有無，執筆者，参

考文献などは，論文の質や有用性を左右する重

要な情報と言えるが初心者がそれらの情報を効

果的に利用して検索することが考えにくい．こ

のようなメタデータの活用を支援する文献検索

システムとして，論文の参考文献の情報を基に

検索を辿っていくようなシステム[4]もある．  

 

3. 提案手法 

3.1 本研究の目的 

 以上に挙げたような点を考慮し，本研究では，

論文検索の際に，利用者が自然にメタデータを

意識し，検索に必要な情報を増やしながら関連

論文を発見していけるようなシステムの開発を

行うために下記の 3点を目的とした． 

(a) 専門用語の獲得 

 本研究における開発システムでは，検索用語

に対する関連キーワードが表示されるようにし

た．本文や抄録をテキスト解析し，出現頻度に

よってキーワードを自動抽出する仕組みもある

が，同手法の場合，「研究」，「情報」，「分

析」といったような研究の本筋とは関係の無い

用語が抽出されてしまいがちなので，本システ

ムでは各論文に登録されているキーワードを利

用して関連用語を見つけるような実装とした． 

(b) 研究者情報の獲得 

 初心者が入力するキーワードに関して，各研

究者が何件の論文を執筆しているか表示するよ

うな実装とした．被引用数が多い文献は重要な
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文献であるとされるが，同様に当該キーワード

での執筆論文数が多い人物もその分野で重要な

研究者であると考えた．分野内で重要な研究者

の論文や研究の主要な方向性などは，押さえて

おくべき重要な事項ある可能性が高い． 

(c) 発行年の表示 

 研究では，分野やキーワードにおける時系列

が重要である．例えば，情報技術の場合は，と

りわけ古い技術よりも新しい技術がより重要視

される分野であろう．本システムでは，各専門

用語や著者に関する情報について，年表形式で

表示することで，直感的に研究の時間的な流れ

を把握できる実装とした． 

 

3.2 開発システム 

 本研究で開発した論文検索システムは下記に

示すものとなる．まずは従来型の検索システム

のように検索の元情報となるキーワードを入力

する．検索の結果として，図 1 に示す関連キー

ワード一覧と，図 2 に示す関連研究者一覧が，

それぞれ年表形式で表示される．関連キーワー

ド，関連研究者ともに，検索結果となる論文数

に応じて降順でソートされ，より多くの論文に

関係するキーワードや研究者ほど上に表示され

る．またヒット数が多いほど色が濃くなるので，

より直感的に重要なキーワードおよび研究者が

確認できる．例えば，「e-learning」で検索す

ると「ICT」や「remedial」といった用語が頻繁

に関連キーワードとして各論文に登録されてい

ることがわかる（図 1）．したがって，これらの

キーワードは，次回以降の検索ワードの候補と

なる重要なキーワードといえる．研究者情報も

同様で，検索キーワードでの論文数の多い著者

ほど上位に表示される．またキーワード／研究

者ともに，クリックすることによって，ヒット

した論文が一覧表示される． 

 

 
図 1: 関連キーワードの年表表示 

 

 
図 2: 関連研究者の年表表示 

 

 従来のインターフェースは，検索ワードに対

して論文が直接的に表示されるものがほとんど

であるが，本システムのインターフェースは，

上記に示したように論文そのものではなく，キ

ーワードおよび著者が，時系列に表示される．

これによって，利用者は自身がメタデータを直

接的に意識して検索しなくても，システム側で

メタデータの利用が促されるので，初心者でも

自然な形で自身の研究したい領域における関連

キーワードや関連研究者に対する知識を増やし

ながら，また研究分野の流れを意識しながら文

献調査を進めることを可能とした． 

 

4. まとめ 

 本研究では，論文検索システムについて，従

来の手法の課題をまとめ，従来のシステムとは

異なるインターフェースにより，キーワードや

研究者に関する知識を獲得し関連論文を増やし

ていくシステムの開発を行った．今後はシステ

ムを改善し，研究の初心者たちを対象として，

システムの有効性に対する評価実験を行ってい

く予定である． 
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